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ご
観
覧
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
来
賓
・
保
護
者
・
地
域
の

皆
様
方
、
応
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
後
と
も
、
天

草
小
・
中
学
校
の

教
育
活
動
へ
の

ご
理
解
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

      

六
月
七
日
、
今
年
度
の
生

徒
総
会
を
行
い
ま
し
た
。 

子供が学びの主体となる活動の推進  

 

 「海洋教育」とは、「海に親しむ」ことから始まり、
「海を知る」ことで海への関心を高め、さらに海と人と
の共生のために「海を利用」しながら「海を守る」こと 
の大切さを学ぶものです。今年度、天草中は海洋教育パイオニアスクールとして
「海」に関するカリキュラムを開発し、取組を進めていきます。 

5/22には、天草市市民環境課廃棄物対策係の山岡様をお招
きし、講話をしていただきました。マイクロプラスチックや
海洋ゴミの現状やそれらがもたらす環境問題についての内容
でした。その翌日、小中合同の白鶴浜清掃を行いました。 
実際に漂着物を回収することで現状を知
り、天草の海を守るため自分たちは何が
できるのかを考える機会となりました。 

今後、海のレジャーや海産物等についても体験を通して学ん
でいくことにしています。保護者・地域の方々のご理解・ご
協力をお願いいたします。 
６月末には、高浜の清水保邦様に海洋講話・ワークショップをお願いしていま

す。今後の活動内容については、学校便りを通してお知らせいたします。 

ま
し
た
。 

 
集
団
活
動
を
通
し
て
、
た 

く
さ
ん
の

学
び
が
あ

り

ま

し

た
。
こ
れ

か
ら
の
活

動
に
生
か

し
て
い
き

ま
す
。 

 

五
月
十
九
日
（
日
）
、
爽
や

か
な
五
月
晴
れ
の
下
、
第
一

回
天
草
小
中
学
校
合
同
運

動
会
を
天
草
小
学
校
で
開

催
し
ま
し
た
。 

           

小
中
学
校
の
児
童
生
徒

が
一
緒
に
考
え
た
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
全
員
主
役
・
全

員
全
力
・
全
員
笑
顔
で
一
歩

前
進
」
の
も
と
、
小
中
学
生

が
全
力
で
取
り
組
み
、
自
分

達
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
観
覧
の

方
々
も
全
員
が
笑
顔
に
な

る
よ
う
な
大
会
と
な
り
ま

し
た
。 

準
備
や
後
片
付
け
等
、
保

護
者
の
皆
様
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た 

六
月
は
「
心
の
き
ず
な
を

深
め
る
月
間
」
で
す 

 
 

熊
本
県
で
は
、
六
月
を
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、

生
徒
同
士
だ
け
で
な
く
、
生
徒

と
教
職
員
、
保
護
者
や
地
域
住

民
等
と
の
「
心
の
き
ず
な
」
を

深
め
、
い
じ
め
を
許
さ
な
い
学

校
・
学
級
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
に
重

点
を
置
い
た
取
組
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
本
校
で
も
教
育
相
談

を
実
施
し
、
各
学
年
の
人
権
学

習
、
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て

行
う
人
権
集
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
。 

今
後
の
主
な
行
事
予
定 

【
六
月
】
二
〇(

木)

：
郡
市

中
体
連
選
手
推
戴
式
、
二
二

(

土)

・
二
三(

日)

：
郡
市
中
体
連 

二
四(

月)

：
プ
ー
ル
掃
除
、
二
五

(

月)

：
海
洋
教
育
講
話
、二
六(

水)

～
七･

五(

金)

：
人
権
旬
間
、
二
七  

(

木)

：
薬
物
乱
用
防
止
教
室
、
二

八(

金)

：
普
通
救
命
講
習(

二
年) 

【
七
月
】
二(

火)･

三(

水)

：

第
一
回
定
期
テ
ス
ト
、
五(

金)

：

授
業
参
観
・
家
庭
教
育
学
級
（
講

師
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
熊
本
放
送
局 

石
井

隆
広
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）、
八(

月)

：

性
に
関
す
る
指
導
実
施
週
間
、

十
一(

木)

：
人
権
集
会 

 

自
主 

 

協
和 

強
健 

校訓  
 

天草市立天草中学校 
令和6年６月１７日 

文責：校長 瀧森 智 

『
挑
む
』 

郡
市
中
体
連
大
会 

一
年
集
団
宿
泊
教
室 

生

徒

総

会 

 

間
近
に
迫
っ
た
郡
市
中

体
連
大
会
に
向
け
、
各
部
と

も
気
合
を
入
れ
て
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

三
年
生
に
と
っ
て
は
、
中

学
校
最
後
の
大
会
で
す
。
悔

い
の
残
ら
な
い
よ
う
、
挑
ん

で 

 
五
月
二
九
日
・
三
〇
日
、

一
年
生
十
二
名
は
天
草
青

年
の
家
で
宿
泊
教
室
を
行

い
ま
し
た
。 

初
日
は
あ
い
に
く
の
雨

で
、
ペ
ー
ロ
ン
船
体
験
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
シ
ー

ド
ー
ナ
ツ
で
水
族
館
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
を
行
い
、
海
の

生
物
や
イ
ル
カ
と
ふ
れ
あ

い
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
や
夜
の
キ
ャ
ン
ド
ル
の

集
い
は
、
姫
戸
中
の
一
年
生

と
合
同
で
行
い
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

二
日
目
は
快
晴
に
恵
ま

れ
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
デ

ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み

ま
し
た
。 

こ
の
総
会
に
向
け
て
、
生

徒
会
執
行
部
及
び
各
委
員

会
で
議
案
を
作
り
、
こ
れ
を

も
と
に
ク
ラ
ス
で
話
し
合

い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
各
ク
ラ
ス
か
ら
学
級
目

標
の
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。 

生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
勇

輝
～
ふ
み
出
す
一
歩
、
夢
へ

の
一
歩
」
を
、
学
校
が
一
丸

と
な
っ
て
推
進
し
て
い
く

機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

裏
面
に
大
会
の
日
程
・
組

み
合
わ
せ
を
掲
載
し
て
い

ま
す
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
団

体
の
み
掲
載
）。 

『
全
員
主
役
・
全
員
全
力
・
全
員
笑
顔
』 

初
め
て
の
小
中
合
同
運
動
会 

  
 



 

2024 天草郡市中体連夏季大会 組み合わせ  

勇
輝 

～
ふ
み
出
す
一
歩
、
夢
へ
の
一
歩
～

 


